
　社会福祉協議会では、児童生徒に社会福祉への関心を高めてもらい、家庭や地域社会で福祉の啓発を図ってもらうため、
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　町民の皆様におかれましては、ますますご健勝にてお過ごしのこととお喜び申し上
げます。
　私は昨年 4月の町長選に於いて再選をさせていただき、引き続き美里町社会福祉
協議会会長としてお世話になっております。
　平素より、町行政をはじめ社会福祉協議会の事業に対しましては、深いご理解とご
協力を賜りまして心から感謝を申し上げます。
　さて、世界中が 100 年に 1度と言われる大不況のなか、政界では昨年の衆議院選
挙において、民主党政権から自民党政権に代わり、安倍内閣が誕生しました。政策も
デフレ脱却からの方針を掲げた経済政策を中心とする大型補正予算を組むなど、アベ
ノミクス効果による株価の値上がりや円高傾向が是正されつつあり業績改善が期待さ
れ、一部企業ではありますが組合の要求どおりの回答をするなど景気の上向きが見ら
れるようになってまいりました。
　そのようななか社会福祉の分野においては、少子高齢化が一段と進み福祉予算はさ
らに増大すると考えられます。町社協でも町民の皆さんが元気で長生きしていただく
よう様々な取り組みをしてまいりました。
　そこで、今年度実施した主な事業といたしましては、世代間交流事業、食生活改善
推進員の皆様のご協力によるひとり暮らし高齢者の配食サービス・会食サービス、生
活福祉資金の貸付制度等を展開すると同時に、町行政、各行政区の区長さんをはじめ、
社会福祉団体やボランティアグループと連携を密にし、地域の皆様のご協力をいただ
きながら福祉事業を展開しているところでもございます。
　地域福祉の推進は、地域に密着して、柔軟かつ機動的な活動をすることが必要であ
ると考えます。これからも地域の皆様が安心して生活ができる町づくりを目指し邁進
してまいりますので、今までにも増して温かいご支援とご協力をお願い申し上げます。
　結びに、皆様のご健勝とご多幸をご祈念申し上げましてご挨拶といたします。

美里町社会福祉協議会
会長　原田信次

ごあいさつ
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あったかい気持ちに感謝します
　
日
本
赤
十
字
社
は
、
赤
十
字
の
理
念
で
も
あ

る
人
道
に
も
と
づ
い
て
、
次
の
よ
う
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
人
道
的
事
業
を
行
う
た
め
の
活
動
資
金

は
、
毎
年
５
月
の
強
化
月
間
に
住
民
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
社
資
（
寄
付
金
）
等
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。

○
災
害
救
護
（
国
際
救
援
）
活
動

○
救
急
医
療
活
動
・
看
護
師
養
成

○
救
急
法
、
家
庭
看
護
法
等
講
習
会

○
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

○
献
血
な
ど
の
血
液
事
業

○
地
域
の
社
会
福
祉
活
動
推
進

　
な
ど

　

10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
た

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
は
、
配
分
金
と
し
て
、

美
里
町
で
は
左
記
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
社
協
だ
よ
り
作
成

○
い
き
い
き
対
策
事
業
支
援

○
世
代
間
交
流
事
業

○
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
配
食
・
会
食
サ
ー
ビ
ス

○
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
資
材
整
備

○
高
齢
者
、
障
害
者
団
体
活
動
支
援

○
学
童
ク
ラ
ブ
活
動
支
援

　
「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
あ
っ
た
か
い
地
域

づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
昨
年
12
月
か
ら
各

地
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
里
町
に
お
い
て
も
各
行
政
区
ご
と
に
募
金

活
動
が
実
施
さ
れ
、
町
民
の
皆
様
や
各
種
団
体

な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
浄
財
は
、
配
分

委
員
会
で
町
内
の
要
援
護
家
庭
や
施
設
等
入
所

者
な
ど
に
贈
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
図
表
の
と

お
り
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

赤
十
字
社
資
募
集

赤
い
羽
根
共
同
募
金

地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
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一般社資募集額
（3月 1日現在）

戸別募金 1,334,700 円 各行政区（区長）に依頼

学校募金 21,070 円 町内各小・中学校

職域募金 534,125 円
福祉施設・団体、民生児
童委員協議会、役場職員
など

法人募金 260,000 円 会社・事業所

766,700円

募金総額

募金総額

（３月１日現在）

（３月１日現在）

2,149,895円

1,925,055円

施設等
入所者
（１４６ 人）
438,000円

要援護世帯
（113 世帯）
761,000円

寝たきり高齢者、
重度心身障害児者
（67 人）
402,000円

経費、
繰越金
324,055円

ご協力ありがとうございました。
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こ
の
事
業
は
、
障
が
い
の
あ
る

児
童
生
徒
へ
の
理
解
を
深
め
る
啓

発
、
障
が
い
者
を
地
域
で
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
支
援
籍
学
習
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、

障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
共
に
学

べ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
美

里
町
・
神
川
町
・
上
里
町
・
本
庄

市
・
深
谷
市
の
各
社
会
福
祉
協
議

会
と
本
庄
と
深
谷
は
ば
た
き
特
別

支
援
学
校
が
共
同
で
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
次
の
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

○
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
地
域
や
学
校
な
ど
で
障
が
い
児

を
支
え
る
た
め
“
し
ょ
う
が
い
”

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
本
庄
と
深

谷
は
ば
た
き
支
援
学
校
の
見
学
や

実
習
、
講
演
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
、
情
報
交
換
会
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

○
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

　
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た

ち
と
の
関
わ
り
方
や
接
し
方
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
の
資
質
向
上

を
図
る
こ
と
や
障
が
い
に
対
す
る

理
解
を
よ
り
一
層
深
め
る
た
め
講

演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　3月 3日、遺跡の森ゲートボール場で、地域の
児童と高齢者の交流で、お互いを理解しあうこと
により福祉の向上を図るためのゲートボール大会
を開催しました。
　当日は風が少しあり、ほこりっぽいコート状況
でしたが、参加した小学生や学校の先生、高齢者
の皆さんからは、ゲートボールを通して日常の話
題など、和やかな会話が聞こえてきました。
　試合は、今までの練習や試合経験を活かした高
齢者チームが圧倒的に強いと予想されましたが、
学校の先生が加わった小学生チームがわずかな得
失点差で優勝することとなりました。

　地域の高齢者を対象にした「いきいき対策事業」
は保健師による健康相談や、役場職員・地域包括
支援センター職員による介護予防の話や健康体操
などを行っていて、高齢者の良き交流の場となっ
ています。
　今年度は食生活改善推進員の皆さんに協力して
いただき、手づくりの「じり焼きロール」を提供
しました。
　懐かしくて素朴なやさしい味のじり焼きを、今
風に少しだけアレンジして参加者に食べてもらい
ましたが、どの会場でも大好評で皆さん楽しいひ
と時を過ごしました。

〜
す
べ
て
の
子
ど
も
が
共
に
地
域
で
学
ぶ
た
め
の
〜

共
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

高齢者に「手づくりおやつ」を提供 世代間交流ゲートボール大会
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ぼらんてぃあぼらんてぃあぼらんてぃあ

　
今
回
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
事

業
は
、
11
月
23
日
に
神
川
町
の
金

鑚
神
社
・
金
鑚
元
三
大
師
の
協
力

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
玉
郡
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚

園
・
小
中
学
校
の
児
童
た
ち
に
イ

ラ
ス
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て

も
ら
っ
た
約
２
万
個
の
紙
コ
ッ
プ

に
火
が
灯
さ
れ
る
と
、
会
場
の
雰

囲
気
が
よ
り
高
ま
り
、
来
場
者
は

美
し
く
幻
想
的
な
夜
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
郡
市
内
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

や
オ
カ
リ
ナ
の
生
演
奏
な
ど
も
イ

ベ
ン
ト
に
華
を
添
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
は
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
く
こ
と
で
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
１
月
20
日
に
上
里
町
多
目
的
ス

ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
災
害

等
に
備
え
自
分
の
身
を
守
る
こ
と

や
、
家
庭
・
地
域
の
防
災
対
策
に

つ
い
て
考
え
、
体
験
す
る
と
と
も

に
地
域
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、Ａ
Ｅ
Ｄ
や
ロ
ー
プ
の
結
索
、

煙
や
起
震
車
、
水
消
火
器
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
２
０
１
２
」共
催

児
玉
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
こ
の
協
議
会
は
、
児
玉
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
福
祉
施
設
、

行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
で
構
成
さ
れ
、
団
体
相
互
の
連
携
を
密

に
し
、
児
玉
地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
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受講者募集　赤十字幼児安全法講習会
１歳から６歳未満までの幼児を対象としたＡＥＤ
（自動体外式除細動器）を使った救命手当の知識
と実技を学びます。
講習日　　７月６日㈯　午後１時30分～午後４時
会　場　　美里町保健センター
対象者　　規定時間参加できるかた
定　員　　20名（応募者多数の場合は抽選）
受講料　　無料（ただし教材費等として300円）
申込み　　６月１０日㈪までに社会福祉協議会へ
その他　　託児の希望がある場合は、その旨「男
　　　　　(女)児､○才､○名」と申し込みください

　
８
月
２
日
か
ら
４
日
、
２
泊
３
日
の

日
程
で
社
会
福
祉
法
人
「
美
里
会
」
の

協
力
に
よ
り
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
は
、
社
会
福

祉
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
、
今
年
は

県
内
の
高
校
か
ら
13
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
期
間
中
は
施
設
利
用
者
の
入
浴
や
食

事
、
施
設
の
行
事
な
ど
の
お
手
伝
い
を

し
て
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　
今
回
は
参
加
者
全
員
が
女
性
で
、
細

や
か
な
気
遣
い
と
男
性
に
も
負
け
な
い

力
強
さ
を
感
じ
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
は
「
参
加
し
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑

顔
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
一
番
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
で
す
。
将
来
自
分
が
ど
ん

な
職
業
に
就
く
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
回
学
ん
だ
こ
と
は
大
人
に
な
っ
て
も

活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　家族、法律、財産、生計などの悩みごとに民生
児童委員、人権擁護委員、行政相談委員の皆さん
が相談に応じます。

相談日　毎月第３金曜日
（祝祭日の場合は、その前日の木曜日になります）
時　間　午前１０時～正午
場　所　美里町役場205会議室

高
校
生
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

6

心 配 ご と 相 談
無　料
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社協に寄せられた
皆様からの善意

　次の方々から、社会福祉協議会にたくさんのご
寄付をいただきました。
　これらの寄付金は、社会福祉向上のために活用
させていただきます。
　ありがとうございました。

寄付者名 金額
ケンフラワー様 ２９，３００ 円
児玉郡市温室鉢物研究会様 ５０，０００ 円
美里ゴルフ連盟様 ４５，０００ 円
美里町更生保護女性会様 １３，３４２ 円
猪俣フラワークラブ様 １１，１１１ 円
美里町ダンス協会様 １０，０００ 円
美里の 21世紀を考える女性の会様 １０，０００ 円

（平成24年4月1日～平成25年3月1日）

「地域包括支援センター」の運営
　今まで、町が実施運営していた「地域包括支援
センター」業務を、４月から社会福祉協議会が行
うことになりました。
　高齢者の生活をサポートするための拠点として、
保健師や社会福祉士といった専門職が相談などに
応じます。
直通電話　７６－１３２５

「こころの相談」開設
　４月から社会福祉協議会では、子どものしつけ
や育児の悩みごと、家庭に関する悩みごと、人間
関係など「こころの悩みごと」に臨床心理士が相
談に応じます。
○相談は事前予約が必要です。
（電話または窓口で事前に予約してください）

ボランティア活動保険更新のお知らせ
　安心してボランティア活動ができるように、ボラン
ティア活動保険の加入をおすすめしています。今年度
の補償期間は3月31日までとなっています。現在、美
里町社会福祉協議会で更新手続きを受け付けています。
　平成25年度ボランティア活動保険年間保険料
（補償期間：平成25年4月1日〜平成26年3月31日)
基本タイプ Ａプラン　300円　Ｂプラン　450円
天災タイプ Ａプラン　450円　Ｂプラン　690円

美
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
案
内
図

7

美里町の人口と高齢化率
（３月１日現在）

　　　●人　　口‥ ‥‥‥‥‥‥ １１，７０１人
　　　● 65歳以上‥ ‥‥‥‥‥‥‥３，００６人
　　　● 高齢化率‥ ‥‥‥‥‥‥‥２５．６９％



お問い合わせ　美里町社会福祉協議会　☎ 76-3601

＊
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
毎
月
２
回
、
申
請
の
あ
っ
た
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
の
か
た
に
お
弁
当
を
配

送
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
１
週
目
と
３
週
目
の
水
曜
日
で

す
が
、
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら

は
「
出
来
た
て
で
温
か
い
よ
」
や
「
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
か
ら
」
と

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

栄
養
面
が
気
に
な
っ
て
い
る
か
た
、

料
理
が
苦
手
な
か
た
、
ぜ
ひ
一
度
利
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
利
用
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
か
た
は
、

各
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん
か
社
会
福
祉

協
議
会
に
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
詳

し
く
説
明
し
ま
す
。

　
ま
た
、当
事
業
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
食

生
活
改
善
推
進
員
、
配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
健
康
を
考
え
た
食
事
と
見
守
り
を
兼

ね
た
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
よ
り
多
く
の

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
々
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も

元
気
な
声
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
笑
顔
も

見
せ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
や
問
い
合
わ
せ
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

＊
会
食
サ
ー
ビ
ス

　

12
月
13
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

児
玉
警
察
署
生
活
安
全
課
に
よ
る

「
住
ま
い
の
防
犯
」「
振
り
込
め
詐
欺
に

遭
わ
な
い
た
め
に
は
」
な
ど
の
講
話
と
、

琴
悠
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
大
正
琴
の
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
振
り
込
め
詐
欺
の
話
で

は
騙
さ
れ
な
い
た
め
に
真
剣
に
聞
き
入

り
、
琴
の
演
奏
で
は
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
知
っ
て
い
る
曲
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、

楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

　
お
弁
当
も
作
り
立
て
を
参
加
者
全
員

で
い
た
だ
き
、
作
り
方
な
ど
を
聞
い
た

り
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
楽

し
く
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
支
援
事
業
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